
平成２８年８月教育委員会会議（定例会）会議録
１　日　時　　平成２８年８月１９日（金）午後１時３０分～午後２時２０分
２　場　所　　所沢市役所６階　６０２会議室
３　出席者         内藤隆行教育長

［委　員］大岩幹夫教育長職務代理者、吉本理委員、中川奈緒美委員、
寺本彰委員、清水国明委員
　　　　 ［事務局］美甘寿規教育総務部長、田中和貴学校教育部長、師岡林教育総務部次長、堺俊彦学校教育部次長兼学校教育課長、木村立彦文化財保護担当参事兼文化財保護課長、市川雅美教育総務課長、深谷康博教育総務課主幹兼教育企画室長、末廣和久教育施設課長、安田幸雄社会教育課長、海老沢康子スポーツ振興課長、倉富恵理子生涯学習推進センター所長、中村まさみ所沢図書館長、結城尊弘学校教育課教育指導担当主幹兼健やか輝き支援室長、川上一人保健給食課長、米澤三八子教育センター所長
　　　　　［書記］ 青木穂高教育総務課主査、名雪晋祐教育総務課主任
４　前回会議録の承認
５　会議の傍聴者　なし
６　開　会　　　本日の議案は、議案第１３号から議案第１６号までの４件。
７　議　題
●議案第１３号　平成２８年度所沢市教育委員会の事務事業に関する点検評価報告書について
資料に則り、深谷教育総務課主幹兼教育企画室長から以下のとおり説明がなされた。
次のとおり、７月定例会における素案からの変更を行った。
6ページから58ページの評価表全体を通して、所管課にて再度確認を行い、指摘のあった評価点の見直し、及び決算額・正規職員数の修正を行った。評価点の修正を行った箇所は、別紙資料のとおりであり、22の事業で主に有効性、方向性について見直しを行った。また、評価の方法を細分化せず3段階にしてはどうか、との意見もあったが、一方で5段階の評価基準の差も良いとの意見もあったため、評価方法の見直しについては、3段階評価への見直しも含め、今後の点検評価を行っていく上での検討課題とする。

７ページ、評価表1-1-(1)「確かな学力の育成」の「新たな三学期制における教育課程の着実な実施」の内容を修正した。これに関しては、三学期制に移行したことによる成果について、より内容に厚みを持たせた。なお、詳細については、学校教育課より説明をいただく。
(結城学校教育課教育指導担当主幹)
   「新たな三学期制における教育課程の着実な実施」の冒頭の部分で、①１年間の準備期間を設け、管理職のリーダーシップの下、各学校の教育活動の見直しや精選を行い、より質の高い学校教育を推進する機会としたこと、②教育委員会では、継続的に教育活動の把握に努めていることを記載した。
　  また、三学期制移行に伴う諸課題の主な項目を3つに絞り、順調に推移していることを記載し、方向性の評価点を「4」に修正した。
以下、引き続き、深谷教育総務課主幹より説明がなされた。
59ページの指標の達成状況に関して、達成率がどのように割り出された数字なのか分かりづらいとの指摘があったため、それぞれの指標に教育振興基本計画に記載してある解説を加えた。

64ページ、学識経験者の意見の1-1-(1)「確かな学力の育成」において、「新たな三学期制」への移行について記述された部分の修正を行った。これは、三学期制に移行したことの成果検証は、適宜行われており、評価表にも、その内容が反映されていることを受けての修正である。

68ページの教育委員会の活動状況に関して、教育委員会会議の会議録を市のホームページで読むことができることを記載してはどうか、という意見をもとに、ページの一番下に記述を加えた。

69ページの教育委員会の活動として、教育委員が出席した研修や視察等も記載してはどうか、という意見をもとに、「⑥その他」の活動として内容を掲載した。修正点は以上である。

報告書の今後の取扱は、9月2日開催の政策会議において各部へ報告し、9月6日開会の所沢市議会第3回定例会に提出して、その後、所沢市のホームページ上で公表する予定である。
以下、質疑。
(中川委員）

７ページにある三学期制移行に関する記述に関して、分かりやすく修正がなされていて、今後も継続して検証していくという未来への意志が感じられ、とても良いと思います。
今回は、移行後初めての点検評価ということで、詳細に記述していただいていますが、すでに軌道に乗り始めているので、今後は他の事業と同じボリュームでの記述で良いのではないかと思います。
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。
●議案第１４号　所沢市社会教育委員の委嘱について
資料に則り、安田社会教育課長から以下のとおり説明がなされた。
　  所沢市社会教育委員については、平成28年8月31日をもって任期満了となることから新たに委嘱するもので、「所沢市社会教育委員条例」第2条により本会議に諮るものである。
社会教育委員の職務は、社会教育法第17条により「社会教育に関し、教育委員会に助言するため、社会教育に関する諸計画を立案すること、教育委員会の諮問に応じ、意見を述べること」のほか、資料に記載されている職務を行うこととされている。

また、委嘱の基準は、所沢市社会教育委員条例第2条により、委員は、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者並びに学識経験のある者の中から所沢市教育委員会が委嘱すること、定数は、同3条により、20人とすることと定められている。現在は15人に委嘱をしており、今回の委嘱も15人を予定している。委員の任期は、同4条により2年とし、補欠委員の任期は前任者の残任期間となる。

　  最近の答申については、資料のとおりであり、最新のものでは、平成26年8月に「社会教育関係団体の支援策について」の答申をいただいている。その他、平成24年8月には「社会教育事業の今後のあり方について」提言を、平成26年8月には「文化事業の方向性について」建議をいただいている。また、今任期において審議していただいた「家庭教育の充実について」の意見のまとめを、今月末の任期中までに提出いただく予定である。

　  本会議で諮る所沢市社会教育委員15名は、資料の委員名簿のとおりであり、15名中8名が新任となっており、任期は、平成28年9月1日から平成30年8月31日である。なお、委員の男女比については、15名中6名が女性で、委員数の10分の4以上となっている。

社会教育委員は、所沢市社会教育委員条例第2条に基づき、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者、並びに学識経験のある者の中から教育委員会が委嘱するものとされている。このため、これらの資質を有する者から選任されることとなるため、これまでも公募を行っていない。

社会教育委員は、地域の実情に応じて社会教育を推進させるための実践者の性格があり、相応しい人材を選出するために、これまで実際の社会教育の指導的立場の代表者等、具体的にはＰＴＡ連合会等の広域的な地域活動を行っている団体から推薦された者、また地域で社会教育活動を行っている者を任命している。

また、所沢市においては官学連携により、地域の大学関係者の推薦もお願いしており、条例に位置付けられている学識経験のある者に関して、地域の意見を反映させたものと同じ効果が期待できると考えている。
以下、質疑。
(中川委員）
　 委嘱された方の中で、「柳瀬荘黄林閣」の管理人をなさっている方がいますが、「柳瀬荘黄林閣」とはどのような施設でしょうか。
(木村文化財保護担当参事）
　電力王と言われ、昭和の電力事業に貢献した松永安左エ門の別荘が「柳瀬荘」と呼ばれており、その中にある建物の一つが「黄林閣」で、国の重要文化財に指定されています。現在、独立行政法人の東京国立博物館が所管しています。週1回木曜日に一般公開されており、その際に管理人が案内を行っています。この管理人の方は、社会教育に関わる活動もされている方であることから、社会教育委員に推薦されたと聞いております。
(大岩教育長職務代理者）
木曜日以外は何をなさっている方ですか。

(安田社会教育課長）
　 柳瀬まちづくりセンターの公民館で保育スタッフをなさっている方で、社会教育に関連した会議にも出席していただいている方です。
(寺本委員）
今ご説明いただいたような内容を名簿の肩書きに加えていただくと、社会教育活動に携わっている方であるということが、より分かりやすくなるのではないでしょうか。
(中川委員）
同意見です。
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。
●議案第１５号　所沢市立所沢図書館協議会委員の任命について
資料に則り、中村図書館長から以下のとおり説明がなされた。

図書館協議会は、「図書館法第14条」に基づいて、図書館長の諮問に応じ、また意見を述べる機関である。本市においては、「所沢市立所沢図書館設置条例第12条2項」の規定により、所沢市立所沢図書館協議会委員10名を以って組織されている。

この図書館協議会委員の任期については、「所沢市図書館設置条例」により、2年とされており、現在の図書館協議会委員の任期は、今月8月31日をもって満了となる。

「所沢市立所沢図書館設置条例第12条3項」では、本図書館協議会委員は、教育委員会が任命するとあることから、議案書のとおり、新たな図書館協議会委員の任命について、本会議にお諮りする。
資料の名簿のとおり、合計10名の方々に所沢市立所沢図書館協議会委員への就任を依頼する。内訳は、新任7名、再任3名となっており、いずれも、高い知識と見識、豊かな経験を有していることから、図書館協議会委員にふさわしく、様々な分野や立場からの助言をいただけるものと考えている。

なお、女性委員の数については、10名中4名で、委員の女性の比率は40％である。任期は、「所沢市立所沢図書館設置条例第12条4項」に基づき、本年9月1日より平成30年8月末日までの2年とする。
以下、質疑。
(吉本委員）

　  任命された方は、図書館の活動自体には詳しい方たちだと思いますが、指定管理者制度など図書館の運営全体についても詳しい方は含まれていますか。
（中村図書館長）

元公立図書館の館長経験者や大学の図書館に関連した仕事に携わっている方が任命されており、図書館の運営全体に関しての知識もお持ちの方たちです。
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。

●議案第１６号　平成２９年度使用特別支援学級用教科用図書の採択について
資料に則り、堺学校教育部次長兼学校教育課長から以下のとおり説明がなされた。

「所沢市教育委員会における教科用図書採択基本方針」に基づき、平成29年度使用特別支援学級用教科用図書に関して、北小学校から別紙資料のとおり「選定理由書」が提出された。特別支援学級で使用する教科用図書については、「学校教育法附則第9条」の規定により、文部科学大臣による検定済教科書以外の「一般図書」を使用することができることとなっている。また、この「一般図書」については、特別支援学級に在籍する児童生徒の障害の状況、及び発達の段階に適合した教科用図書を毎年採択することができることとなっているため、提出された「選定理由書」による教科用図書の採択について議決をお願いするものである。

　なお、北小学校以外の特別支援学級については、「一般図書」利用の希望がなかったため、文部科学大臣による検定済教科書を使用することとする。

以下、質疑。
(中川委員）

　  北小学校の特別支援学級の児童数はどれくらいですか。

（堺学校教育部次長）

　知的障害の児童が8名、自閉情緒障害の児童が11名です。
(寺本委員）

　  毎年、北小学校だけが一般図書の利用を希望していますが、他の学校から希望が出ないのはなぜでしょうか。

（堺学校教育部次長）

　北小学校は、平成21年度から3年間、埼玉県教育委員会の委嘱を受けて、特別支援教育を推進する研究に取り組んでいたということが、きっかけとなっています。それにより、他校と比べて、一般図書の研究が進んでおり、一般図書を利用した教育課程を編成しやすいということが、北小学校では考えられます。
　　それ以外の学校に関しては、通常学級と同様の教科用図書だけではなく、教員の自作教材を利用するという工夫をこらしています。それにより、教育効果を高めることができるということもあるため、それぞれの学校で一般図書を使ったり、検定済教科書を使ったり、という事実があるととらえています。
(中川委員）

　  北小学校の取組は、とてもよく研究されているので、ぜひ他の学校にも情報提供して、共有していただければと思います。

(内藤教育長)

中川委員のご意見のとおり、他の特別支援学級設置校にも、この議案資料を提供して、他校でも一般図書を利用するかどうか検討するうえでの研究資料としていただければと思います。 

（堺学校教育部次長）
そのように対応させていただこうと思います。
(吉本委員）

　  タブレットは、教科用図書に含まれるのでしょうか。タブレットを使うことで、障害を抱えた児童が自分を表現する手助けになる可能性があると思うのですが。

（堺学校教育部次長）

　タブレットは、教科用図書には位置づけられていません。

(内藤教育長)

タブレットに関しては、各校40台ずつ設置されており、特別支援学級でも活用している学校があると聞いています。 

(清水委員）
教科用図書は学校で判断して選んでいるのでしょうか。

（堺学校教育部次長）

　　教科用図書は、所沢市で採択したものを使用しています。今回、お示しした北小学校の特別支援学級用教科用図書は、毎年学校で採択しております。
(内藤教育長)

近隣の市町村では、一般図書を利用している例はありますか。

（堺学校教育部次長）

近隣の市町村ではありませんが、さいたま市や国立の特別支援学校での使用例はあります。
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。

８　協議事項　なし
９　報告事項

○所沢市教育委員会後援等名義使用許可について（教育総務課）
○所沢市教育委員会の８月から１１月までの主な行事予定について
(教育総務課)
　 ○平成２８年度所沢市立公民館体育祭・文化祭日程（報告）について

（社会教育課）

○第１７回所沢市陸上競技選手権大会の開催について（スポーツ振興課）
○第２７回所沢シティマラソン大会の開催について（スポーツ振興課）

○公開活用事業「小野家住宅のなつやすみ」について（文化財保護課）

以下、質疑。

(清水委員)

   所沢シティマラソンの参加人数は、どれくらいですか。

(海老沢スポーツ振興課長)

   毎年、8,000人前後の申込があります。
(清水委員)

   パンフレットにある「ゆずれ～る」とは、どのような制度ですか。

(海老沢スポーツ振興課長)

   申込をした後に、都合により参加できなくなってしまった方が、他の方に出走
権を譲ることができる制度です。

(清水委員)

   譲ってもらう場合は、有料になりますか。

(海老沢スポーツ振興課長)

　　出走権を譲りたい方と、受け取りたい方との間に料金は発生しませんが、譲ってもらった方は、大会にエントリーすることになりますので、参加料をお支払いいただきます。
(清水委員)

   参加料はいくらですか。

(海老沢スポーツ振興課長)

　　種目ごとに決められており、ハーフが5,000円、5㎞が4,000円、小中学生が500円、オープンが2,000円、ファミリーが1組2,500円となっています。
(内藤教育長)
この大会は、所沢市体育協会やスポーツ団体が実行委員となっていて、車の規制などで、相当数のボランティアの方から応援していただいており、数年前からは、中学生のボランティアも参加していただいています。また、西武プリンスドームをスタートするコースであることから話題となっており、「全国ランニング大会100撰」にも選ばれているマラソン大会です。地元の企業、スポーツ団体や子ども達から協力を得て、非常に盛況をいただいている大会となっています。
(中川委員)

  「小野家住宅のなつやすみ」は、小学生を対象にしたものですか。

(木村文化財保護担当参事)

小学生を対象としていますが、一般の方の見学も自由としています。
(中川委員)

   行事の周知に関してですが、子ども達へのお知らせは、夏休み前に配布した方

が良いと思いますが、いかがでしょうか。

(木村文化財保護担当参事)

三ヶ島地区の小学生には、夏休み前に全員に配布しています。
(内藤教育長)
8月18日及び19日に行われた「第5回ところざわ埋文まつり」について、文化財保護担当参事より報告をお願いいたします。
(木村文化財保護担当参事)
埋蔵文化財調査センターにおいて、2日間にわたり「第5回ところざわ埋文ま
つり」が行われました。おかげ様で、昨年を上回る来場者にお越しいただき、NHK、テレビ埼玉、J:COMなどのメディアからも取り上げられ、18日夕方のNHKのニュースにて、まつりの様子が放映されるなど、盛り上がりを見せていました。
１０　その他

・教育委員会会議９月定例会 ：９月２３日（金）午後１時３０分　　　　　　　　　　　　　

所沢市役所６階　６０２会議室

・教育委員会会議１０月定例会：１０月２６日（水）午前１０時　　　　　　　　　　　　　

所沢市役所６階　６０２会議室

１１　閉　会　午後２時２０分

